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本モジュールは Cache::Method という Perl モジュールとし
て実装した。例として，本モジュールを利用して関数 foo の処
理をキャッシュする Perlスクリプトをソースコード 1に示す．
ソースコード 1 関数 fooをキャッシュする例
1 use Cache::Method;
2
3 my $c = Cache::Method >new( dble => 'cache.db' );
4 $c >set('foo');
5
6 sub foo f return 'foo!'; g
7
8 print foo(); # Call foo()
9 print foo(); # Cached result
1行目でモジュールの読み込み，3行目でデータベースファイ
ルの指定，4行目でキャッシュする関数の設定を行っている．基
本的にはこれだけの記述で本研究で提案するキャッシュシステ
ムを利用することができる．
4 評価実験
フィボナッチ数列の計算を，本モジュールを使用した場合と使
用しなかった場合とで処理時間を比較した．結果を図 2に示す．
図 2 フィボナッチ数列の処理時間
本モジュールを使用しなかった場合では項数が増えると処理
時間が爆発的に増加するのに対し，本モジュールを使用した場
合では項数が増えても処理時間がほとんど変わらないことがわ
かる．
5 考察
評価実験の結果では，項数が小さいときはキャッシュしない
ほうが処理時間が短かった。これはモジュールの読み込み時間
やデータベースアクセスの時間が原因だと思われるが，時間がか
かる処理に対してはこれらのオーバーヘッドはほとんど無視で
きるレベルである．したがって，複数回呼び出される時間がか
かる処理に対しては本モジュールは極めて有効であると言える．
